
 
 
 
 

 

一人一台の端末、ネット上の情報や個人が発信して

いる内容にすぐにアクセス出来る環境。必要な事を必

要な時に調べることができる、購入できる利便性。現

金を持ち歩かない日常。 

私が子どもの頃とは、大きく変化しています。学校

で友だちと遊ぶ約束をした場合、時間を守ることは絶

対に必要な事でした。学校で別れた後は、それぞれの

時間で動くため、上手く連絡を取ることが出来ません

でした。相手の家の電話番号は、よほどの事が無い限

り、知ることもありませんでした。約束の時間を守ら

なければ置いて行かれる、ひどいときは、約束を守る

ことができない「うそつき」呼ばわりされることもあ

りました。こうして「時間を守ることは、人と付き合

っていく上で重要であるという感覚」が身に付いてき

ました。 

 今は、メールやＬＩＮＥで簡単に連絡を取ることが

できます。時間に遅れそうな時は、すぐに相手に自分

の状況を伝えることができます。とても便利だと思う

反面、それに慣れたくはない自分がいます。なぜなら、

自分の事を優先しているのか、相手のことを考えてい

るのかという自分自身の生き方に直結していると考

えているからです。時間を守るためには、様々な状況

を考慮しながら計画的に動く力が必要です。そうした

力は、社会生活を営む上で必要な能力ではないでしょ

うか。 

私自身の現在を振り返りながら述べてみました。人

に迷惑をかけない生き方を目指し続けたいと思って

います。 

 

菊陽西小学校だより 第８号  R7.10.１ 

きらり★きくにし 
     文責 校長 佐藤 正貴   

                                        

今年度の学校運営協議会委員の皆様 

協議の様子 


